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付けられたもの（以下，垂直型 PBL）がある。水平型 PBL は，フランジ上下面の機械的な
摩擦力を増大させ，S梁と RC柱のずれを拘束するものである。垂直型 PBLは，S 梁の回転
に伴って，垂直型 PBL に圧縮力あるいは引張力を作用させ，フランジ上下面の支圧力の一
部を負担させることで，フランジによる支圧力を軽減させることを意図したものである。 









 第 3章では，提案した終局支圧耐力計算法の妥当性を確認するために行った十字形柱梁 





柱梁接合部の水平型 PBL では 0.76，垂直型 PBL では 0.86 と求めた。また，同様に T 字形





















ものであり，水平型 PBLと垂直型 PBLを提案している。これらを用いた柱 RC梁 S中間階
中柱（十字形）接合部，最上階中柱（T字形）および最上階側柱（L字形）接合部の実験を
行い，構造性能を検討するとともに，終局支圧耐力に対する PBL の負担耐力実験値を求め






 2021年 2月 6日（土）14：00～15：30に公聴会を実施した。参加者は教員・学生 17名，
オンラインによる学外の方 11名であった。 
 研究内容に関する事項，研究成果の今後の活用法など広範囲な 7 件の質問があり，それ
ぞれ的確な回答がなされた。 
 
